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⾼度不妊治療

患者様のご要望に合わせた治療

充実の安全対策

ART ⽣殖補助技術（体外受精:IVFと顕微授精:ICSI）

ARTとは、『体外受精（IVF）』や『顕微授精（ICSI）』を⾏う⾼度な⽣殖補助技術のことを⾔います。

ARTを⽤いた体外受精（IVF）や顕微授精（ICSI）は、３段階あるステップアップ治療においては、最も医療の介⼊度が
⾼い治療ですが、同時に最も１治療周期あたりの妊娠率が⾼い治療でもあります。
世界ではじめての体外受精児が誕⽣（1978年）してわずか30年の間に、ARTによる治療はすっかり⼀般的なものになり
ました。
体外受精や顕微授精によって誕⽣した⼦どもは、世界ですでに200万⼈を超えたといわれています。
この⽇本でも、 年間約２万⼈もの⾚ちゃんがART治療によって⽣まれています。

当院では⾃然周期を1周期⾏いますが、ご夫婦が妊娠を急がれていたり、難治症の不妊原因を抱え
たりされている場合には、患者様のご希望があればタイミング法・⼈⼯授精（AIH）を⾶ばして、
⾼度不妊治療（ART)による治療をさせていただきます。

ご夫婦の価値観を尊重し、納得いく治療を受けていただけますよう、何か気になることや不安な
ことがある場合はいつでもスタッフにお問い合わせください。

耐震対策
凍結保存タンク・培養器・液体窒素タンクは揺れに抵抗するような機構を採⽤しており、
⼤きな揺れの中でも移動しないように、倒れないようになっています。

停電対策
電源が喪失すると、培養器の庫内保温やガス供給といったシステムが⽌まってしまいます。
そのために⾮常⽤バックアップ電源を備えています。

取り違え対策
当クリニックでは、受精卵の取り違えを防⽌するため、チェックシステムを徹底しております。
安⼼して治療を受けていただけるよう、スタッフ⼀同常にチェック体制を整えております。



⾃費診療料⾦⼀覧

⾃費料⾦について

不妊治療は基本的に保険診療ですが、保険が効かないものもあります。
こちらに掲載してるのは、あくまで⾃費料⾦の⼀例となります。
患者様の体調や追加の検査などによって、合計の料⾦は変わりますので、ご了承ください。

記載している料⾦と別途、お⾝体を整える薬剤や注射が必要になります。
薬剤の量は患者様の体調によって変わってまいります。

顕微授精やハッチング補助など、患者様によって必要な⼿技を⾏う場合はあらかじめ患者様へ
確認をさせていただきます。
（勝⼿な費⽤請求は致しません）

詳しい料⾦についてお聞きになりたい⽅は受付までお問い合わせください。

全て消費税込での表記となります
2021年7⽉からの⾦額となります



特定不妊治療費助成制度について

当院は、福島県特定不妊治療助成事業の県内指定医療機関となっております。

福島県外の⽅でも居住地の⾃治体により、当院での治療の助成が可能な場合もあります。
⼜、都道府県からの助成の他に、市町村で独⾃に、さらに追加助成を⾏う⾃治体があります。
申請を希望している⽅は、治療前に必ず各⾃治体にご⾃⾝でご確認下さい。

助成事業に関して、助成内容・助成⾦額・申請期限など⾃治体によりそのルールはさまざまで、毎年のように
変化することもありますので、当院がルールの全てを正確に把握することは不可能です。
詳細については、助成を希望される⽅ご⾃⾝の責任において、各⾃治体に各⾃お問い合わせ下さい。

当院における申請の流れについては、クリニック内に掲⽰しておりますので、ご確認ください。

① 凍結胚移植 110,000円（胚解凍＆培養＆移植含む）

② 胚凍結基本料 22,000円（1年間の保存料2.2万円が別途必要です）

③ 胚凍結⼿技料 11,000円（1個あたりの料⾦）

④ 凍結保管料（受精卵） 39,600円（1年間、凍結1回あたり何個でも）

⑤ 精⼦の凍結及び融解
※選定療養費 38,500円（保管料⾦を含む）

⾃費凍結 (⾃費診療)


